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Summary
　　The　teeth，　taken　from　the　ovarian　cyst　which　appeared　in　left　oVary　of　a　46－year－old
woman，　were　studied　histopathologically　and　scanning　electron－microscopically．
　　1．The　histological　structure　of　the　teeth　resembled　closely　to　that　of　a　normal　tooth，
but　a　great　deal　of　the　hypocalcified　portions　in‡he　enamel　and　dentin　were　found．
本論文の要旨は昭和55年6月14日，第10回松本歯科大学学会（例会）Oこおいて発表された．（1980年10月31日受理）
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　　2．The　surface　of　the　hypocalcified　enamel　was　slightly　opaque　with　the　naked　eye，
and　mottled　fossae　were　observed　in　the　same　area　by　scanning　electron－microscope．　The
interglobular　dentin　was　observed　in　the　hypocalcified　dentin．
　　3．In　some　dentinal　tubles，　peritubular　matrices　and　closures　of　dentinal　tubles　were
confirmed　microradiographically　and　e1㏄tron－microscopically．
緒 言
　卵巣嚢腫は，病理組織学的に偽粘液性嚢腫，漿
液性嚢腫および皮様嚢腫に分類されている．この
うち皮様嚢腫は一般に20歳代の女性に多く，組織
学的には嚢壁は皮膚付属器官を有し，重層扁平上
皮に裏装されており，内容は毛髪を含む角質変性
物であることが普通である6）8｝　le）11｝12）、さらに，
稀に嚢壁に歯牙を有する場合があるといわれてい
るが，その歯牙の微細構造について観察し口腔内
にみられる歯牙と比較検討した報告は非常に少な
く，著者らの渉猟した限りでは，粟沢（1953）2），
楠（1971）7），Awazawa（1971）3｝の3篇を知るの
みである．
　今回著者らは，46歳女性に発生した卵巣嚢腫の
嚢壁にみられた歯牙について，病理組織学的なら
びに電子顕微鏡的に検索する機会を得たのでここ
に報告する次第である．
実験方法
　患者は46歳女性で，健康診断を受けた際に左卵
巣に発見されたものである．摘出された嚢腫は
9×10cmほどの大きさで，割を入れたところ嚢腔
内には毛髪を含む脂肪約2509が内蔵されていた．
さらに嚢壁の一部に数個の歯牙が認められた．そ
こで，この歯牙を含む嚢壁を10％ホルマリン液で
固定後，以下の如き方法で種々の検索を行なった．
まず肉眼写真およびX線写真を撮影した後，一部
は10％蟻酸・ホルマリン液で脱灰し通法の如くセ
ロイジン切片を作製してH－E染色および　van
Gieson染色を行なった．また嚢壁にみられた歯牙
の一部をポリエステル樹脂に包埋して厚さ50μ
の研磨標本を作製し，Softex　CMR型にて象牙細
管の縦断面および横断面のマイクロラジオグラフ
を撮影して観察した．さらに走査型電子顕微鏡に
よる検索のため，エナメル質表面については付着
有機物除去の目的で8％次亜塩素酸ナトリウム溶
液中，2分間，28KHzで超音波洗浄を行なったも
のと無処理のものを，また象牙質については象牙
細管が縦断および横断されるように割断し，それ
ぞれエタノール系列で脱水，液体炭酸による臨界
点乾燥ののち，金イオンスパッターコーティング
を施して日本電子JCXA－733　Super　Probe走査
型電子顕微鏡により観察した．
結 果
　1．歯牙を含む嚢壁の肉眼所見およびX線所見
　嚢壁は厚さ0．2～2mmで弾性硬を呈しており，
その内面は比較的平滑で，ところどころに長さ1
cm程の毛髪が粗に生えていた．また嚢壁には結
節状の肥厚部が1ケ所あり，そこには嚢腔内へ突
出している歯牙4本が認められた．これらの歯牙
は円錐形ないし円筒形で，犬歯あるいは小臼歯様
の形態を呈していた（図1）．エナメル質表面には
斑状に白濁している部分が認められた．X線写真
においては，正常のエナメル質および象牙質に相
当するような不透過像と歯髄腔に相当するような
透過像が観察された．また歯牙とは別に，不定形
を示す境界明瞭なX線不透過像が認められたが，
両者は離れており歯牙周囲には歯槽骨に相当する
ような不透過像は認められなかった（図2）、
　2．病理組織学的所見
　嚢壁は，皮脂腺，汗腺および毛根を含んだ線維
性組織が主体をなし，重層扁平上皮に裏装されて
いた．嚢腔内容はほとんど溶去したがわずかに角
質変性物が残存していた．嚢壁の結節状肥厚部は
歯牙，皮脂腺および毛根が主体をなし（図5），こ
のほか不定形で辺縁に骨芽細胞の配列した骨組織
と脂肪組織がみられ，さらにこれらの間を線維性
組織が満たしていた（図6）．嚢壁から嚢腔内へ突
出した歯牙の歯冠部では，脱灰により生じたエナ
メル質空隙に接してエナメル小皮が観察された．
またこの空隙には薄くヘマトキシリンに染まった
有機質残存が多く認められた（図7）．象牙質にお
いては，象牙細管が歯髄から放射状に走行し，球
間象牙質が多くみられた．歯髄では，象牙前質に
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接して象牙芽細胞が整然と配列しており，細胞稀
薄層，細胞緻密層，神経線維など正常な歯牙の歯
髄と同様の構造が観察されたが，軽度の充血を
伴っていた（図8）．歯根の表面は，セメント質に
被覆される歯牙と，全く被覆されない歯牙とがあ
り，被覆されるものではvan　Gieson染色標本に
おいてセメント質表面から放射状に伸びる線維が
観察された（図10）．歯根周囲組織には歯槽骨に相
当するような骨組織は認められず，細胞成分の多
い線維性組織によりとり囲まれていた．歯根の一
部は窩状吸収されていたが，Howship窩には破歯
細胞はみられず，吸収部は線維性組織で補墳され
ていた（図9）．またMalassezeの残遺上皮と思
われる上皮島が観察された．しかし歯胚は認めら
れず，歯牙の新生ないし交換現象は確認されな
かった．
　象牙細管が横断になるように作った研磨標本の
マイクロラジオグラフにおいては，象牙細管はX
線透過性として認められたが，中にはその周囲に
管周基質を思わすX線不透過性の構造物をもつも
のや，全体がX線不透過性になったものも観察さ
れた．さらに球間象牙質に相当するX線透過性の
高い部分も随所にみられた（図4）．
　3．電子顕微鏡所見
　エナメル質表面の走査型電子顕微鏡像において
は，超音波洗浄や薬品による表面処理を行なわな
かった場合，線維性組織あるいは有機質の被膜の
ためエナメル小柱は観察されなかった．超音波洗
浄を行なったものでは線維性組織，有機質等は除
去されており，表面にはエナメル小柱に相当する
と思われる小陥凹より成る比較的平坦な部分がみ
られ，この中にはさらに斑状の陥凹部も観察され
た（図11）．またこの陥凹部の明瞭な場所において
は周波条が観察され，その走行は不規則で蛇行し
ており，この構造はエナメル小柱遊離端の集合の
落差により形成されていた（図12）．この拡大像に
おいては，平坦な部分ではエナメル小柱の遊離端
に相当する小陥凹にくらべて間質に相当する部分
が広く観察されたが，陥凹部においてはエナメル
小柱遊離端に相当する小陥凹のまわりにわずかに
輪状の間質がみられたのみであった（図13）．さら
に強拡大像では陥凹部にみられるエナメル小柱お
よび間質の遊離端は針状の結晶として観察され，
その配列方向はエナメル小柱の走行とほぼ一致し
ていた（図14）．
　象牙細管の横断面においては象牙細管が明瞭に
観察されたが，この象牙細管はほぼ正常なもの，
あるいはかなり閉鎖を来たしたものなど様々で
あった（図15）．細管を閉鎖している物質は極めて
緻密な結晶より成っていた（図16，17）．また管周
基質と管間基質の区別が明瞭なものと不明瞭なも
のがみられた．明瞭なものでは管周基質は微細な
頼粒状物質より成っており，管間基質は象牙細管
周囲では細管をとりまく方向に，それ以外の部分
では無秩序に棍棒状の結晶が密に配列していた
（図18）．さらに一部の象牙細管には，中に写真上
実測値約40㎜の周期を有する線維勅ζ観察さ
れた（図19）．象牙細管の縦断面においては，横断
面と同様に管周基質の明瞭なものと不明瞭なもの
が観察され，管周基質の明瞭なものでは管周基質
の幅は約300～500nmであった（図20）．一方不明
瞭なものでは象牙細管内壁に線維状構造物が壁着
してみられた（図21）．この線維状構造物の太さは
60～70nmのものが多く，周期構造は確認できな
かった．
考 察
　卵巣嚢腫は，重層扁平上皮，毛髪，毛嚢，汗腺，
皮脂腺，歯牙，骨，軟骨，甲状腺組織，気管など
外胚葉成分，中胚葉成分さらに内胚葉成分を含む
ことがあり6｝8）1ω11），稀には性腺をもたない胎児
体を含む場合があるといわれている1）．その発生
の原因としては多数の異説があるが，分割球の分
離迷入した一部から発生するという分割球説が優
勢を占めているば
　以上のように卵巣嚢腫は多様な組織を含むこと
があるが，歯牙についてみるとその外観，構造と
もに口腔内にみられる歯牙と非常に類似してい
る．そこで，正常な歯牙と卵巣嚢腫の嚢壁にみら
れた歯牙の組織構造について比較し，考察を加え
てみる．
　著者らの試料においては，エナメル質，象牙質
およびセメント質の3硬組織より成っており，歯
髄腔には象牙芽細胞層，細胞稀薄層，細胞緻密層，
さらに神経線維の明らかな歯髄組織が観察され
た．わずかな歯根部セメント質と象牙質の吸収以
外，外界からの刺激が何ら考えられないのにもか
かわらず充血がみられた．またDaw（1971）4）の
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報告したような顎骨様形態をなす骨組織は認めら
れなかったが，セメント質表面から放射状に伸び
る線維が観察されたところから，これはシャー
ピー線維としてセメント質象牙質境界部から発生
しているものと思われる．
　肉眼的に斑状に白濁していた＝ナメル質の表面
は走査電顕像でみられた斑状の陥凹部に相当する
と考えられる．エナメル小柱および小柱間質は，
正常な歯牙とほぼ同様の密度に観察され，その基
本的構造も同様であったが，石灰化度がほぼ正常
と考えられる表面の平坦な部分においては周波条
が観察されず，斑状の陥凹部において不規則なが
らも確認されたことは興味深い．
　象牙質の基本的構造も正常な歯牙とほぼ同様で
あった．しかし球間象牙質が著明に観察されたこ
とから象牙質においても低石灰化部分の多いこと
が確認された．一方マイクロラジオグラフにおい
て，一部にX線透過性の高い象牙細管の周囲に一
層のX線不透過性の管周基質が観察され，このこ
とは電顕的にも証明できた．さらに象牙細管全体
がX線不透過性になっているものがあり，これは
電顕像における象牙細管の石灰塩による閉鎖像と
一致するものと考えられた．この石灰塩の由来は
歯牙が口腔に露出していたものでない点から，正
常な歯牙の増齢的変化として歯根部に見られる透
明象牙質の場合5）と同様であると考えられた．そ
してこのことから今回試料として用いられた歯牙
は形成完了からある程度の期間を経過しているも
のと推察された．また管周基質の不明瞭な象牙細
管内の周期構造のみられる線維束（図19）は，そ
の周期が膠原線維のそれとおよそ一致することか
ら，膠原線維であろうと考えられた．さらに縦断
像において，管周基質の不明瞭な象牙細管の内壁
に観察された線維も管間基質の膠原線維であると
思われた．
　以上総括すると，卵巣嚢腫の嚢壁にみられた歯
牙は正常な歯牙と非常に類似しているが，エナメ
ル質，象牙質ともに低石灰化部が多く存在してい
た．これは，Awazawa（1971）3｝の所見と一致し
ている．
　今後試料数を増し，透過型電子顕微鏡による観
察もあわせて比較検討すると共に，今回特に行な
わなかったセメント質の微細構造についても検討
を行ないたい．
結 語
　46歳女性の左側卵巣に発生した卵巣嚢腫の嚢壁
にみられた歯牙について，病理組織学的ならびに
電子顕微鏡的に検索した．
　1．組織構造は正常な歯牙のそれと非常に類似
していたが，エナソル質，象牙質ともに正常な歯
牙とくらべ低石灰化部分が多くみられた．
　2．低石灰化を示すエナメル質表面は肉眼的に
白濁してみられ，走査電顕的には斑状の陥凹部と
して観察された．また象牙質にみられた低石灰化
部分は著明な球間象牙質として認められた．
　3．一部の象牙細管において，管周基質および
細管内沈着物の存在がマイクPラジオグラフおよ
び走査電顕像の所見から確認された．
　稿を終わるに臨み，ご懇篤なるご指導とこ校閲
を戴いた本学口腔病理学教室　枝　重夫教授に感
謝の意を表する．
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図1：嚢壁の結節状肥厚部と嚢腔内に突出する2本の歯牙が観察される．左側に垂直にみえる帯は嚢胞
　　　壁である．
図2：図1のX線写真．エナメr．　S，象牙質に相当する不透過像および歯髄腔に相当する透過像がみら
　　　れ，正常な歯牙に類似した配列・構造を持っている，右側に骨様の不透過像が認められる（矢印）．
図3：H－E染色標本の全体像．2本の歯髄を有する歯牙と1本の歯牙様物が認められる．右側結節状肥
　　　厚部は皮脂腺から成っている．
図4：象牙細管が横断：こなるように作った研磨標本のマイクロラシtグラフ．球間象牙質が著明であり，
　　　象牙細管はX線透過性として認められるが，その周囲にX線不透過性の構造物をもつもの（右側
　　矢印）があり，全体がX線不透過性にな・⊃たもゾ）もある．（×280）
図5：結節状肥厚部の拡大像。皮脂腺組織および毛根が主体をなしているが，一部には脂肪組織が観察
　　　される．また嚢腔内にはわずかに角質変性物が残存している．（×30）
図6：結節状肥厚部の拡人像．皮脂腺組織付近に不定形の骨梁と脂肪組織がみられる．（×30）
228 中村他：卵巣嚢腫の歯牙の病理組織学的ならびに電子顕微鏡的検索
7
’・・令’ヂ∵〉・！・㌧：’ぐ1・…：∵v・ぶ．Y恒．毒．．！ぶぬ・
∵1・○志：寧霧籔；㌻㍉「
　　　∴・・．∵☆・：㌧㌧二1㌔1：「
　　　r∵．11∵　．．＼ご㌔㌃．。．．・’1、
w∵’「 t∵、ぬ　　．・∴∵：・∴・一一一；、。，二
　　．　　．s、．一　・　　　与∵）・．∴，∴『・言く〉
　‘　　．’㌧　　　　　　！　　・　　　　・　’　　・　あぎ　．・，　・㌔
，．一 諠p、　　バごごべ’！1∵：・．1∴・
　　　　　　　ぷ　　　　　　　　　　　　　　すご　　’　－ft　　　　’　　　　－　ベゾ：．一．’：〆宍蕪ど㍉
・…一’@1》・’・Σ．∵．㌧　・ばぷ・．ジ∴∵・ぱ：
二☆∴一．．『・∴・＼き㌻ら蕊三
1三・：∴・∴：・ば≧三ξぽ亨弓ごジ
ぎ繧拳轟二：麟ジ1∫・∵1
⊆弓鳶：’”∵　〉・．．一　〉〆、∴”－9ジば㌍
浮←ジ
　魯触
鍵
鰺馨
轡
鮮tf
◎
図7：歯冠部の拡大像．エナメル質相当部には有機質残存が多い．またエナメノレ質空隙に接してエナメ
　　　ノし小皮が観察される．（×45）
図8：歯髄の拡大像．象牙前質に接して象θこ芽細胞が整然と配列し，細胞稀簿層．細胞緻密層，神経線
　　　維など正常の歯牙と同様の構造をなしている．軽度の充血が認められる．（×95）
図9：歯根に吸収があるが，その部には破歯細胞はみら21ず．線維性組織が補墳Lている．（×100）
図IO：歯根周囲部のvan　Gieson染色標本．歯根から放射状に伸びる線維が観察きれる．（×320）
松本歯学　6（2）1980 229
図II：エナメル質表面の走査電顕像①．
　　　　エナメル小柱遊離端の小陥凹より成る平坦な部分のほかに斑状の陥凹部が観察される．（×150）
図｜2：エナメル質表面の走査電頭豫②．
　　　　斑状の陥凹部では不規則ながらも周波条が観察される．この構造はエナメル小柱遊離端の集合
　　　の落差により形成されている．　（×450）
図13　：エナメル質表面の走査電顕像③．
　　　　平坦な部分と斑状の陥凹部分との境界を示すが，陥凹部分にくらべ平坦な部分ではエナメル小
　　　　柱の遊離端は不明瞭で，小柱間質の幅が広い．（×930）
図14：エナメル質表面の走査電顕像④．
　　　　斑状の陥凹部分の強拡大像で，エナメル小柱および間質の遊離端はエナメル小柱の走行とほぼ
　　　　一致して配列した針状の結晶として観察される．（×6，200）
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図15：象牙細管が横断になるように割断した面の走査電頭像．象牙細管が明瞭に観察されるが，ほぼ正
　　　常なもの，あるいはかなり閉鎖してしまったものなど様々である．（×3，900）
図16：図15左上の一部拡大像．
　　　　象牙細管がかなり閉鎖している．（×18，500）
図ロ：図15中央やや上の一部拡大像．
　　　　象牙細管がかなり閉鎖しているが，中央部にまだ未閉鎖部分が残っている．（×18，500）
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図18：管周基質の明瞭な象牙細管の横断面の走査電顕像．管周基質は微細な穎粒状物質より成っている．
　　　（×6，100）
図19：管周基質の不明瞭な象牙細管の横断面の走査電顕像．一部に周期構造を有する線維束が観察され
　　　　　（×9，100）る．
図20：管周基質の明瞭橡牙細管の縦断面の走査電頭像幅3・・～500・mの管周基質がみられ，微細な穎
　　　粒状物質より成っている．　　　　　　　　　　　中央に長い人工的亀裂がある．（×正5，300）
図21：管周基質の不明瞭な象牙細管の縦断面の走査電顕像．象牙細管の内壁には線維状構造物が壁着し
　　　　　　　人工的亀裂が認められる．（×15，300）ている．
